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１．都市ガスとは



１ー１.都市ガスの性状

ガスの種類 原料 特性 燃焼範囲

１３Ａ（都市ガス） 天然ガス 空気よりも軽い 約４％～１５％

ＬＰＧ プロパン 空気よりも重い 約２％～９％



1-2. ガス管の種類と材料

高圧導管

中圧導管

低圧導管

高圧本管 （鋼管）

中圧本管 （鋼管）

低圧本管
（鋼管、鋳鉄管、ポリエチレン管）

引込管 （取出部）
（鋼管、鋳鉄管、ポリエチレン管）



1-3.  ガス管の種類

白ガス管

ＰＬＰ鋼管

鋳鉄管

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（PE管）



1-4. ガス管の種類

ＰＬＰ鋼管被覆損傷による漏洩事故

損傷 補修完了



２．工事施工にあたってのお願い



工事照会

事前協議 標 示
（マーキング）

試掘・施工協議

【 保安措置 】

１．移設

２．管種変更

３．一時停止（切断）

４．防護措置

・吊り、受け防護

・ガイドパイプ

５．その他

・沈下観測孔

・減圧養生

保安措置

工事着工 完了

（巡回・立会い）

保安措置 必要

保安措置 不要

保安措置
の改善

2-1. 協議・立会い・巡回の流れ

（ガス証明の発行）



2-2. 工事着工までのお願い事項

③施工協議

＊協議内容は現場作業者まで周知して下さい。

④着工前の事前連絡

・着工連絡ＦＡＸ送信書による連絡。

①工事照会（施工通知等）

②ガス証明及び簡易協議書の発行



ガス証明簡易協議書



着工連絡ＦＡＸ送信書

●●●●●●

●●●●●●



2-3.高圧ガス導管に影響のある工事①

・受付（工事照会）・・・・各支社

・高圧ガス管影響有の協議・着工連絡・・・・幹線管理グループ

・中圧、低圧のみ影響有の協議・着工連絡・・・・各支社



2-4. 高圧ガス導管に影響のある工事②

幹線管理グループで管理する工事

高圧注意スタンプを押印

工事照会以降の協議・着工連絡等
は幹線管理グループへ

幹線管理グループ

〒416-0931 富士市蓼原1146-1
ＴＥＬ 0545-51-9220
ＦＡＸ 0545-52-9120



＜標 示＞

出来型図または探査機調査等によりガ

ス管がこの付近に埋設されているだろう

ということを路上にマーキングをします。

マーキングについては、あくまでも目安

としてください。

2-5. ガス管位置のマ－キングについて



2-6. 埋設深さ変化点部マーキング

高さの変化点



2-7. 静岡ガスの取り組み

◆標示ピン・シール
主に舗装部の
ガス管経路上に設置

◆標識シート
ガス管経路上の
埋設部分に設置

◆標示杭
主にガス管の
末端部に設置

◆注意喚起シー
ル
主にメーターガス栓
付近に表示
メーターが外れてい
てもガスが通じていま
す



ガス管の位置は、

作業者全員に

周知してください。

引込管の分岐取出し部は

ガス管上部に継手がある

可能性があります。

2-8. 施工中のお願い



2-9.引込管分岐取出し部例



2-10.引込管横取出し部例



2-11. ガス管埋設状況

「標識シート」が設置されていない場合もあるので注意



2-12. 敷地内工事 事前連絡のお願い



３．破損等緊急時の対応



ガス管の折損 ガスの臭気を感じた際
の緊急連絡先と注意点

連絡先

静岡ガス 導管ﾈｯﾄﾜｰｸ事業部

静岡導管ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ保安ｸﾞﾙｰﾌﾟ

他工事 チーム

０５４－２８５－２１１３
連絡時注意点

現場位置は、住所でお願いします。

現場監督者の連絡先もお伝えください。



3-1. ガス漏れの仮止め方法



3-2. 中圧の場合

手で噴出を止めることはできません！



3-3. ガスの臭気がある場合

着火源となるもの

・空調服（バッテリー）

・携帯電話

・発電機

・灯光器

・煙草

・グラインダーなどの火

など



４．事故事例



4-1. 事 故 の 概 要

下水の推進工事のため発進立坑掘削中、掘削

機で水取器立管の残置部（30cm）を引っ掛け損

傷し、ガスが漏えいした。

このため、警察・消防により交通規制（約40分

間）がかかった。



4-2. 現場状況図

【断面図】
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4-3. 原 因

■協議ではガス管付近は手掘りすることになっていたが、

当日はガス会社への立会い連絡なしに機械掘りをした。

■現場監督者と掘削作業者との情報伝達が不十分であ

り、水取器立管残置状況が的確に伝わっていなかった。



・工事前に照会をお願いします。

・着工日のご連絡をお願いします。

・些細な工事変更でもご連絡下さい。

・万が一破損した際は、現場からすぐに連絡下さい。

・事前協議内容は必ず現場作業員まで周知してください。

最後にもう一度・・・
皆さまへお願いです。


